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広
報
北
広
島
は
今
月
号
で
１
０
０
０
号

を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
１
日
と
15
日
の
月
２
回
広
報

紙
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
15
日
号
は
昭
和

60
年
ま
で
は
１
号
と
し
て
数
え
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
お
知
ら
せ
版
と
し
て
発
行

し
て
い
る
の
で
号
数
に
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。　

　

最
初
の
広
報
紙
は
昭
和
９
年
２
月
に
創

刊
さ
れ
た
「
廣
島
村
報
」
で
す
。
16
年
11

月
ま
で
に
70
号
発
行
し
ま
し
た
が
、
第
２

次
世
界
大
戦
勃
発
と
と
も
に
廃
刊
に
な
り

ま
し
た
。
22
年
６
月
「
新
廣
島
新
聞
」
が

発
行
さ
れ
、
こ
の
号
を
現
在
の
広
報
紙
の

創
刊
号
と
し
て
い
ま
す
。
30
年
に
村
の
広

報
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
今
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

広
報
紙
に
は
た
く
さ
ん
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
０
号
を
記
念
し
、

節
目
の
号
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。　

創刊号（昭和22年）

10 0号（昭和29年）

　

昭
和
22
年
、
戦
後
の
日
本
で
は
新
制
度

が
作
り
始
め
ら
れ
、
広
島
村
で
は
長
沼
・

広
島
・
札
幌
間
国
鉄
バ
ス
が
開
通
し
た
頃
、

広
報
紙
の
第
１
号
が
、
Ｂ
５
版
４
ペ
ー
ジ

で
誕
生
し
ま
し
た
。

　

村
の
広
報
覧
や
村
政
に
対
す
る
提
言
、

村
内
各
地
の
ニ
ュ
ー
ス
、
行
事
な
ど
を
掲

載
し
、
月
３
回
、
１
０
０
０
部
を
有
料
で

発
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
、
１
０
０
号
を
発
行
。
表
紙

の
写
真
は
「
島
松
行
在
所
の
朝
」
で
、
現

在
の
島
松
駅
逓
所
付
近
で
す
。

　

紙
面
に
は
１
９
５
３
年
紙
上
日
記
と
い

う
記
事
が
あ
り
、
前
年
は
冷
害
や
凶
作
、

総
選
挙
、
弾
丸
道
路
の
開
通
な
ど
村
に
と

っ
て
大
変
な
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。「
１
年
中
の
主
な
出
来
事
を
紙
上
に

記
録
し
て
、
午う

ま

年
へ
の
大
飛
躍
に
反
省
の

話
題
に
し
た
い
」
と
あ
り
ま
す
。　

　

昭
和
35
年
、
２
０
0
号
を
発
行
。
ト
ッ

プ
記
事
や
４
コ
マ
漫
画
の
連
載
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
し

た
が
、
発
行
に
は
悩
み
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

「
こ
こ
で
、
現
在
ま
で
の
反
省
を
し
て
、

10 0
号

20 0号（昭和35年）30 0号（昭和45年）

　

昭
和
45
年
、
３
０
０
号
を
発
行
。
昭
和

初
期
ご
ろ
の
青
年
団
体
育
大
会
や
32
年
の

成
人
式
、
37
年
の
新
入
学
児
童
に
黄
色
マ

フ
ラ
ー
を
贈
呈
し
た
写
真
な
ど
昔
懐
か
し

い
写
真
10
点
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
写
真

を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
と
し
て
、
読
む
よ
り
目
で
見
て
も

ら
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

30 0
号

20 0
号

次
の
２
０
１
号
か
ら
の
編
集
に
、
こ
れ
ら

を
生
か
し
た
い
」
と
担
当
者
は
記
し
て
い

ま
す
。

問合せ　政策広報課
（☎372-3311・内線774）

発行1000号

創刊
号
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平
成
３
年
、
７
０
０
号
を
発
行
。
前
年

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
人
口
は
、
４
万
７
７
５
８
人

で
す
。
こ
の
結
果
が
市
と
な
る
た
め
の
人

口
要
件
の
基
礎
数
値
と
な
り
、
市
制
施
行

に
向
け
着
実
に
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
、
８
０
０
号
を
発
行
。
４
月

に
ス
タ
ー
ト
す
る
地
方
分
権
を
特
集
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
初
の
広
報
紙
か
ら
７

０
０
号
ま
で
と
そ
の
時
代
の
世
相
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
、
６
０
０
号
を
発
行
。
ひ
ろ

し
ま
１
０
０
年
記
念
式
典
が
、
８
月
４
日

に
稲
穂
公
園
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
部
地
区
ひ
ろ
し
ま
開
拓
記
念
祭
の
開
催

や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
記
念
事
業
の

参
加
者
募
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
６
回
ふ
る
さ
と
祭
り
の
写
真
で
は
、

丸
太
引
き
大
会
や
ひ
ろ
し
ま
音
頭
パ
レ
ー

ド
の
に
ぎ
や
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

昭
和
55
年
、
５
０
０
号
を
発
行
。
創
刊

さ
れ
て
以
来
の
広
島
町
で
の
出
来
事
を
、

過
去
の
広
報
紙
と
写
真
で
振
り
返
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
創
刊
時
の
編
集
担
当
者
が

「
創
刊
の
社
説
は
私
が
書
き
、
上
位
下
達

の
古
い
体
制
を
打
破
し
て
、
新
し
い
明
る

　

村
か
ら
町
、
市
へ
と
歴
史
を
刻
み
、
皆

さ
ん
と
市
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
広
報
紙
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
づ
く
り
と
、
分
か
り
や
す
い
情
報
の
発

信
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。
気
付
い
た
点

や
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

政
策
広
報
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
51
年
、
４
０
０
号
を
発
行
。
表
紙

に
は
広
報
紙
の
あ
ゆ
み
や
住
民
２
０
０
人

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
広
報

の
標
語
応
募
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
96
％
の
方
が
広
報
紙
を

読
む
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
親
し
ま
れ
、
読
ま
れ
る
広
報

づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
努
力
し
て
い
く
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

40 0号（昭和51年）

い
村
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
訴
え
た
こ
と

を
記
憶
し
て
い
る
」
と
寄
稿
し
て
い
ま
す
。60 0号（昭和59年）

70 0号（平成３年）80 0号（平成12年）

　

平
成
20
年
、
９
０
０
号
を
発
行
。
こ
の

号
の
北
広
ひ
と
つ
ま
み
で
は
「
森
に
浮
か

ぶ
神
秘
の
沼
」
を
掲
載
。
市
の
統
計
書
に

は
、
市
内
に
「
池
沼
」
が
０
・
０
４
㎢
あ

る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、
地
図
を
頼
り
に

担
当
者
が
出
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
ま
ち
の
様
子

な
ど
を
広
報
紙
で
は
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。90 0号（平成20年）

広 報 北広島1000号

50 0号（昭和55年）

40 0
号

60 0
号

90 0
号

70 0
号

80 0
号

50 050 0
号
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タ
イ
ト
ル
の
変
遷

昭
和
９
年
２
月　

最
初
の
広
報
紙
「
廣
島

　
　
　
　
　
　
　

村
報
」
創
刊

　
　

16
年
11
月　

「
廣
島
村
報
」
廃
刊

　
　

22
年
４
月　

長
沼
・
広
島
・
札
幌
間

　
　
　
　
　
　
　

国
鉄
バ
ス
開
通

　
　

22
年
６
月　

「
新
廣
島
新
聞
」
創
刊

　
　

24
年
１
月　

第
１
回
成
人
式
開
催

　
　

25
年
11
月　

ク
ラ
ー
ク
記
念
碑
建
立

　
　

29
年
１
月　

広
報
紙
1
０
０
号
発
行

　
　

30
年
７
月　

西
部
出
張
所
開
設　

　
　

35
年
１
月　

広
報
紙
２
０
０
号
発
行　

　
　

39
年
５
月　

開
村
80
周
年

　
　

43
年
９
月　

広
島
町
誕
生
・
新
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　

完
成  

　
　

45
年
６
月　

道
営
北
広
島
団
地
着
工

　
　

45
年
６
月　

広
報
紙
３
０
０
号
発
行　
　

　
　

51
年
４
月　

大
曲
出
張
所
開
設　

 

　
　

51
年
８
月　

広
報
紙
４
０
０
号
発
行

　
　

51
年
12
月　

西
の
里
出
張
所
開
設

　
　

54
年
８
月　

第
１
回
ふ
る
さ
と
祭
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

開
催

　
　

55
年
６
月　

広
報
紙
５
０
０
号
発
行　
　
　
　

　
　

55
年
７
月　

東
広
島
市
と
姉
妹
都
市

　
　
　
　
　
　
　

提
携
調
印

 
 

56
年
８
月　

豪
雨
・
台
風
15
号
災
害

 
 
 
 
 
 
 

（
56
災
害
） 
 

 
 

59
年
８
月　

ひ
ろ
し
ま
１
０
０
周
年　
　

市
と
広
報
紙
の
歩
み

①企画

②取材

③編集

④発行

前年度末、広報紙に掲載する特集記事やお知
らせ記事の年間計画を立てます。発行日の１
カ月前には編集会議を行い、企画内容を決め
ます。

企画が決まると、取材を行い原稿を作成しま
す。写真撮影は「親しみやすい広報紙」にす
るために欠かせません。市内で開かれる行事
には広報の腕章を着けた担当者がたびたび現
れます。写真撮影にご協力をお願いします。

原稿と写真がそろったら、レイアウトを決め
ます。編集ソフトを使い、担当者が作成しま
す。編集後、校正会議を行い、間違いがない
か表現が正しいかなどを確認します。

　

広
報
紙
は
時
代
を
映
し
て
い
ま
す

「新廣島」復刊
昭和27年５月から

「広報ひろしまむら」と改題
昭和31年６月から

「広報新廣島」と改題
昭和30年４月から

「新廣島新聞」創刊
昭和22年６月から

毎月１日と15日に広報紙を発行しています。
広報紙は新聞折り込みか個別配送で、皆さん
のもとへお届けします。定期的に届いていな
い方がいましたらご連絡ください。
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　広島村役場の頃から始まる「広報」
には、その時々で起こった北広島の
出来事や地域の姿が残されています。
　会場では過去の広報紙も見る事が
できます。
　ぜひ、ご覧ください。
期間　11月20日㈰まで　午前９時～
午後５時

会場・問合せ　エコミュージアムセ
ンター知新の駅（☎373-0188）

祝いと記念の品品
郷土資料が語る「特別な日」の記憶

平成25年４月から

平成８年９月から
「広報ひろしま」と改題

　

私
が
広
報
広
聴
担
当
を
し
て
い
た
昭
和

54
年
か
ら
56
年
こ
ろ
は
、
造
成
し
て
間
も

な
い
北
広
島
団
地
に
住
む
人
が
増
加
し
、

人
口
が
す
ご
い
勢
い
で
増
え
て
い
た
時
期

で
し
た
。
住
民
相
談
も
受
け
付
け
て
い
た

の
で
、
町
内
会
を
新
た
に
つ
く
る
相
談
や

集
会
所
の
要
望
な
ど
が
多
か
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
当
時
の
広
報
担
当
者
は
２
人

で
、
昼
間
に
取
材
を
し
、
夜
に
編
集
作
業

を
行
い
大
変
忙
し
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
始
ま
っ
た
広
報
が
55
年
に

は
５
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
記

念
と
な
る
よ
う
な
特
集
を
作
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
に
は
56
災
害
と
い
わ
れ
る
大

水
害
が
あ
り
、
９
月
15
日
号
を
発
行
し
た

後
、
災
害
の
状
況
や
救
済
制
度
な
ど
を
掲

載
し
た
臨
時
号
を
９
月
25
日
に
発
行
し
、

そ
の
後
す
ぐ
に
10
月
１
日
号
を
徹
夜
で
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

56
災
害
の
時
、
状
況
を
撮
影
し
よ
う
と
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
今
の
道
央
農
協
北
広
島
支

所
の
辺
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
冠
水
し
て
、

足
が
着
か
な
い
く
ら
い
の
深
さ
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
近
く
の
木
材
工
場

か
ら
大
き
な
丸
太
が
流
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
ば
に
い
た
人
が
丸
太
を
避
け
よ
う
と
し

て
、
水
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
こ

れ
は
大
変
だ
」、と
私
も
水
に
入
り
そ
の
方

の
手
を
つ
か
み
ま
し
た
が
、
私
も
一
緒
に

流
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
で
偶
然
浅
い
所
が

あ
り
、
足
が
着
い
て
な
ん
と
か
助
か
り
ま

し
た
。
高
価
な
カ
メ
ラ
を
壊
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
人
命
救
助
が
で
き
、
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
担
当
を
離
れ
て
か
ら
も
、
今
ま
で

の
広
報
紙
を
全
て
保
管
し
て
い
ま
す
。
広

報
紙
に
は
愛
着
が
あ
り
ま
す
ね
。

大切に保管している
広報紙

市制施行20周年記念事業

　
　

59
年
８
月　

広
報
紙
６
０
０
号
発
行　
　
　

 
 

61
年
４
月　

総
合
体
育
館
開
館

平
成
３
年
11
月　

広
報
紙
７
０
０
号
発
行

　
　

４
年
７
月　

人
口
５
万
人
達
成

　
　

７
年
11
月　

北
広
島
新
駅
舎
完
成

　
　

８
年
９
月　

北
広
島
市
誕
生
・
平
和

　
　
　
　
　
　
　

の
灯ひ

点
火

　
　

10
年
10
月　

図
書
館
・
芸
術
文
化
ホ

　
　
　
　
　
　
　

ー
ル
完
成

　
　

11
年
12
月　

点
字
・
声
の
広
報
開
始

　
　

12
年
３
月　

広
報
紙
８
０
０
号
発
行

　
　

12
年
３
月　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
完
成　
　

　
　

16
年
10
月　

エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
開
通

　
　

18
年
４
月　

夢
プ
ラ
ザ
開
館

　
　

18
年
９
月　

市
制
施
行
10
周
年　
　

　
　

20
年
７
月　

広
報
紙
９
０
０
号
発
行

　
　

28
年
9
月　

市
制
施
行
20
周
年

　
　

28
年
11
月　

広
報
紙
１
０
０
０
号
発
行

　
　
　
　
　
　

5 0 0号を担当した
阿
あ ち ら

知良信
の ぶ お

夫さん

広 報 北広島1000号

昭和43年２月から

平成22年１月から

市制施行後
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日
本
百
名
山
を
全
踏
破　

   

登
山
愛
好
家
な
ら
誰
で
も
憧
れ
る
日

本
百
名
山
踏
破
。「
日
本
百
名
山
」
出
版

50
周
年
に
当
た
る
平
成
26
年
、
連
続
登

山
に
挑
戦
し
33
日
間
で
達
成
し
た
山
岳

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
登
山
家
が
い
る
。
北
広

島
市
出
身
の
藤
川
健
さ
ん
だ
。

　
　

　
　

遅
咲
き
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

　

「
実
は
子
ど
も
の
頃
、
体
を
動
か
す

こ
と
が
好
き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
」

と
話
す
藤
川
さ
ん
。
高
校
時
代
に
ス
キ

ー
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
本
格
的
に
競

技
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
卒

業
後
だ
っ
た
。
冬
は
ニ
セ
コ
の
ス
キ
ー

場
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
、
夏
の
間
は

季
節
が
逆
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
練

習
す
る
生
活
を
13
年
続
け
た
。「
自
分
は

遅
咲
き
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
だ
っ
た
の
で
、

同
じ
年
代
の
競
技
者
に
追
い
付
く
ま
で
、

他
人
の
倍
は
練
習
を
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
し
た
」。

　

そ
の
努
力
が
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
の
テ
レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
シ
リ

ー
ズ
総
合
優
勝
、
山
岳
ス
キ
ー
レ
ー
ス

日
本
選
手
権
７
連
覇
と
い
う
輝
か
し
い

成
績
に
つ
な
が
っ
た
。

　
　

新
記
録
を
達
成

　　

　

山
岳
ス
キ
ー
競
技
を
通
し
て
山
の
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
に
ひ
か
れ
、
平
成

21
年
に
山
岳
ガ
イ
ド
に
な
る
。
百
名
山

踏
破
の
際
は
事
前
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
み
、
天
候
を
確
認
し
、
最
低
限
の
装

備
で
出
発
。
そ
れ
ま
で
の
最
短
記
録
を

15
日
も
縮
め
た
。

　

今
年
５
月
に
は
、
ス
キ
ー
で
大
雪
山

系
の
富
良
野
岳
か
ら
旭
岳
ま
で
の
稜り

ょ
う
せ
ん線

約
60
キ
ロ
を
13
時
間
半
で
縦
走
し
た
。

夏
場
な
ら
４
泊
５
日
は
か
か
る
と
い
わ

れ
る
コ
ー
ス
だ
。

　
　

山
を
楽
し
む

　

「
道
内
に
は
ス
キ
ー
に
適
し
た
山
が

多
く
、
行
こ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
出
掛

け
ら
れ
る
の
で
、
も
っ
と
楽
し
ん
で
ほ

し
い
で
す
。
雪
の
降
ら
な
い
地
方
の
人

か
ら
見
る
と
、
ぜ
い
た
く
な
環
境
な
ん

で
す
」。

　

一
方
で
、
山
岳
遭
難
の
防
止
に
つ
い

て
ガ
イ
ド
と
し
て
考
え
る
。「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
山
の
情
報
が
簡
単
に
得
ら
れ

ま
す
が
、
本
当
に
自
分
の
体
力
で
大
丈

夫
な
の
か
は
、
行
っ
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
も
の
で
す
。
体
力
に
自
信
の
な

い
方
は
、
山
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
人
と
同
行
す
る
よ
う
勧
め
ま
す
」。

　
　

こ
れ
か
ら
の
目
標

　

北
広
島
の
実
家
に
帰
っ
た
時
は
、
周

辺
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
そ
う
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
触

れ
合
う
機
会
が
あ
れ
ば
、
協
力
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
来
年
イ
タ
リ
ア
で
開
か
れ

る
山
岳
ス
キ
ー
競
技
世
界
選
手
権
で
の

上
位
入
賞
を
目
指
す
。「
目
標
を
定
め
て

挑
戦
し
、
達
成
で
き
た
時
に
は
大
き
な

喜
び
を
感
じ
ま
す
」
と
語
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
挑
戦
で
、
多
く

の
人
に
感
動
を
与
え
て
ほ
し
い
。

山岳スキー競技日本選手権で７
連覇を果たす

一年中、全国各地の山を巡っている藤
川さん。写真は飛騨山脈の杓子岳

ふじかわ・けん
札幌市在住。
北広島市出身。東部小、東部中、北
広島高校を卒業。その後は後志管内
のスキー場に勤務した。
山岳スキー競技日本選手権で７連覇
を達成した山岳スキー競技の国内第
一人者。
現在、冬は札幌市中央区のスキー場
でインストラクター、夏は山岳ガイ
ドを行っている。

山岳スキーヤー・登山
ガイドとして活動

藤川　健さん

目標を達成する喜びを感じて
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大曲小学校６年

みんなの協力
あっての活動

中川美咲さん
（児童会長）

　

児
童
会
書
記
局
は
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
登
校
し
て
通

学
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
考
え
た
地
域
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
３
日
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
と
き
は
、

み
ん
な
の
協
力
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
集
ま
り
、

通
学
路
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
温
か
い

あ
い
さ
つ
を
交
し
合
お
う
と
考
え
た
「
心
ぽ
か
ぽ
か

運
動
」
で
は
、
あ
い
さ
つ
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
書
記
局
で
行
っ
た

活
動
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
、
み
ん
な

は
明
る
く
、
楽
し
そ
う
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
８
月
に
は
広
島
県
の
子
ど
も
大
使
の
方平和集会の様子

が
大
曲
小
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
平

和
集
会
を
開
き
、
み
ん
な

で
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

と
て
も
よ
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
平
和
集
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
平

和
な
学
校
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

衣
装
・
小
道
具
・
進
行
調
整
を
市
職
員
が

担
当
し
、
撮
影
・
編
集
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
は
映
像
制
作
会
社
に
委
託
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
の
北
広
島
高
校
を
皮
切
り
に
撮

影
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
の
魅
力
を
ｐ
Ｒ
す
る
魔
法
少
女
や
天

使
に
悪
魔
、
き
た
ひ
ろ　

ま
い
ピ
ー
が
登

場
。出
演
す
る
高
校
生
た
ち
と
の
絡
み
も
、

思
わ
ず
ク
ス
っ
と
笑
え
ま
す
。

　

若
者
ら
し
い
自
由
な
発
想
で
作
ら
れ
た

３
作
品
。
今
月
か
ら
順
次
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
公
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
か
ら
市
が
制
作
を
始
め
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
「
北
広
島
市
に
住

み
た
く
な
る
動
画
」。市
の
魅
力
を
広
め
て

移
住
促
進
に
つ
な
げ
る
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル

ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
20
本
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

堅
苦
し
く
な
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
風
が

評
価
さ
れ
「
北
海
道
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
短
編
Ｖ
ｐ
産
業
部
門
で
、
昨
年
に
続
き

２
度
目
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
め
て
市
内
３
高
校
と
の
共
同

制
作
に
挑
戦
。
原
案
・
出
演
を
高
校
生
が
、

 

問合せ　政策広報課（内線881）

「キタヒロを知るのに魔法はいらない」
北広島高校（11月７日公開予定）

「まいピーと写真を撮ろう」
札幌日大高校（11月９日公開予定）

「おなかがすいたら天国or地獄？」
北広島西高校（11月８日公開予定）

市ホームページ「北広島市に
住みたくなるWＥＢサイト→
知る→動画」からご覧ください

NO.115
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　子どもなんて、うるさいし、言うこと聞かないし、すぐ泣くし…
ああっ、もうイライラする！　
　こんなことありませんか。
　虐待の理由にはさまざまなものがありますが、こういう気持ちか
ら虐待が始まることもあります。
　皆さんどのようにリフレッシュしているのか、地域子育て支援セ
ンターあいあいに来ていたお母さんに聞いてみました。

　

児
童
虐
待
は
、
全
国
で
年
々
増
加
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
の

市
内
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
62
件
で
、

前
年
度
と
比
べ
23
件
増
加
し
ま
し
た
。

　

虐
待
が
起
こ
る
要
因
の
一
つ
に
家
庭
環

境
や
育
児
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
。
そ

う
す
る
と
子
育
て
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

り
、
周
囲
の
目
が
気
に
な
っ
た
り
…
。
イ

ラ
イ
ラ
し
て
怒
鳴
る
と
、
子
ど
も
は
さ
ら

に
言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
る
。
こ
の
よ

う
な
悪
循
環
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

気
分
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
つ
い
、
子
ど
も

を
た
た
い
て
し
ま
っ
た
り
…
。
こ
れ
は
誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
起
こ

る
虐
待
を
防
ぐ
た
め
、
子
育
て
で
困
っ
て

い
る
、
子
ど
も
に
関
わ
る
の
が
つ
ら
い
と

感
じ
た
時
に
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
で
す
。

　

虐
待
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
ら
、
迷
わ
ず
に
市
の
家
庭
児

童
相
談
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡

広報　 　－ 2016.11.1 8



「心理的虐待」とは、
言葉による脅かしや
無視などを指します。
ネグレクトと呼ばれ
る「保護の怠慢・拒
否」（食事を与えない、
ひどく不潔にするな
ど）も増えています。

し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

保
護
者
も
子
ど
も
も
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
り
困
っ
て
い
る

家
庭
へ
の
支
援
が
始
ま
り
ま
す
。

相
談
・
連
絡
先

◆
家
庭
児
童
相
談
室
（
児
童
家
庭
課
内
）

　

☎
３
７
２
〜
３
３
１
１（
内
線
７
８
９
）

　

☎
３
７
２
〜
０
６
０
０
（
直
通
）

◆
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

問
合
せ　

児
童
家
庭
課

☎
372
〜
３
３
１
１
（
内
線
６
１
５
）

★平成27年度市内の児童虐待相談種別件数

＊直接、会場に来てください。
＊６カ月～就学前の子を託児し
ます（先着10人）。11月８日まで
に児童家庭課（内線615）に申
し込んでください。

弁護士
内田信也さん

11月15日㈫　
午後７時から
芸術文化ホール活動室

児童虐待はなぜなくならないのか
～家事・少年事件からみる日本の家庭事情～

　子どもの権利相談と聞くと難しそうだと思
うかもしれません。簡単に言うと子どもが安
心して暮らすために、困ったことや嫌なこと
があったときに一人で悩まないで、どんなこ
とでも相談できるところです。
　子どもの権利について、専
門の相談員が相談を受け付け
ます。子ども本人に限らず保
護者の方など、誰でも相談で
きます。友人・親子関係など
気軽に相談してください。

◆相談方法と受付時間
面談 児童家庭課に直接来

てください
月～金曜（祝
日・年末年始
を除く）
午前10時30分
～午後５時

電話 ☎372-6200
＊直接相談員につな
がります。

巡回
子どもの
権利相談

地域子育て支援セン
ターあいあいと各児
童センター

＊日時は本紙
でお知らせし
ます。

専用
フォーム
（パソコ
ン・スマ
ートフォ
ンだけ）

市ホームページ「く
らしの情報→子育て
→相談窓口→子ども
の権利相談」

＊24時間受け
付けますが、
返信は、平日
の日中になり
ます。また、
時間がかかる
ことがありま
す。
＊返信はパソ
コンから送信
します。受信
拒否設定を解
除してくださ
い。

電子
メール

jkenri@city.kitahi
roshima.hokkaido.jp

けんリーナ

子どもの権利
イメージキャラクター

子どもの権利相談

心理的虐待
29件（47％）

保護の怠慢・
拒否
17件（27％）

身体的虐待
13件（21％）

性的虐待
３件（５％）

相談は心理的
虐待が最多
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どうしても捨てなければいけないものは、必ず生ごみ用指定ごみ袋（黄色）で出しましょう。

☆食材を買い過ぎたり、食べ残したりしていませんか
●使い切れる分量を買いましょう
●賞味期限などを小まめにチェックしましょう
●買う食材を決めてから、買い物に行きましょう

☆この識別表示マークがついているものが対象です
　商品を入れたり、包んだりしていたものだけで、商品そのも
のは該当しません。
　必ず汚れを落としてから出してください。

☆自治会・町内会などの集団資源回収にご協力を
　集団資源回収に出すことによって、紙類やびん、缶などは業者に買い取って
もらえるので、自治会・町内会などの活動資金になります。
　また、市に資源回収団体として登録すると、１㎏当たり４円の奨励金が交付
されます。ぜひ、登録してください。

　きっかけは、近隣の方から汚いのでごみステー
ションを移動してほしいと言われたことです。そ
れから、ごみステーション周りの草刈りや掃除を
小まめに行うようにしました。そうすることで、
皆さんもきれいにごみを出してくれるようになり
ました。
　資源ごみの分別は、分かりづらいものが多いの
で、有料化開始前からごみステーションの巡回を
しています。不安な方には、ごみを出す前に呼ん
でもらい、助言をすることもあります。
　他にも町内会行事の時にチラシを配布したり、
間違いの多いものはごみステーションに掲示した

りして周知しています。
　分別についての意識を高めるため、可能な方に
は資源ごみの袋に番地を書いてもらっています。
こうすることで、分別が
違ったときには、後で助
言することもできます。
　ごみの埋立地には限り
があります。私たち、一
人一人が分別を徹底する
ことで、処分場を延命さ
せることが大事だと思い
ます。

～なるべく出さない、リサイクルする～

親和町内会長
津村文夫さん

プラスチック製容器包装ごみ分別のポイント
★汚れを落とすこつ
●中身を使い切った後、すぐにすすぐと効果的です
●納豆のパックなどは、水に少し漬けておくと汚れ
がよく落ちます
●マヨネーズなどのボトル・チューブ類は、水を入
れて、フタを閉めて振ると汚れが良く落ちます
●油汚れは、布などで拭き取る方が効果的です

★どの程度汚れを落とした方が
良いの？
●軽くすすぎ、固形物や汁が残
らないようにしてください。少
量のお湯ですすぐと、ほとんど
の汚れは落ちます。すすいだ後
は、水気を切って出してください

生ごみ分別のポイント
●調理のたびにビニール袋に入れて小分
けすると、臭いの防止になります。複数
の小袋を指定ごみ袋に入れることができ
ますが、小袋は二重にしないでください

●生ごみは水分を多く含ん
でいます。きっちり絞って
から捨てることで、臭いの
発生を少なくします
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とごみの
取り組も

う！

　平成20年の家庭ごみ有料化や23年の生ごみの分別開
始以降、直接埋め立てられるごみは減り、分別された
生ごみが増えてきました。
　しかし、資源ごみとして出された中には、汚れたま
ま出されたごみや正しく分別されていないごみもまだ
多く見られ、ごみステーションを管理している自治会・
町内会の方々が大変な苦労をされています。
　また、生ごみの分別も、まだまだ徹底されていませ
ん。分析した結果、普通ごみとして出された中に約３
割生ごみが入っていることが分かりました。
　今回は、ごみの減量や分別のこつ、町内会で工夫さ
れているごみステーションについて紹介します。

　7,977ｔ。これは平成27年度に家庭から出され埋め立てら
れたごみの量です。普通ごみや破砕しないごみ、粗大ごみは、
そのまま最終処分場に埋め立てられます。特に、毎年7,000
ｔ以上排出されている普通ごみの中には、生ごみや雑誌など
資源となるものが多く含まれている事が、分析の結果から分
かりました。
　例えば、普通ごみの中に生ごみは約32％、プラスチック製
容器包装ごみは約11％、新聞・チラシ・雑誌は約５％含まれ
ています。他の資源になるものも合わせて重さにすると、約
4,000ｔにもなります。
　まずは半分。分別や減量に取り組んでみませんか。一人１
日100ｇごみを減らしたり、資源として分別したりするだけ
で、年間2,000ｔ近くの減量ができます。

☆ごみ100ｇはどれくらい？
●バナナの皮３本分

●白色トレイ10枚

●弁当の空き容器６個　

　

●新聞（夕刊）１部　　　

なんと普通ごみの半分以上
が資源として分別できるご
みだった !!

＊潜在資源ごみとは、普通ごみに混ざって
いる資源ごみのことです。

一人１日100ｇ、ごみを減らしてみよう

☆年度別家庭ごみ量の推移

問合せ　環境課（☎372-3311・内線606）

資源には
ならないごみ
3,368ｔ
（46％）

潜在資源ごみ
3,968ｔ
（54％）

Ｈ200

6,000

9,000

12,000

15,000

3,000

21 22 23 24 25 26 27年度

ｔ
生ごみ 資源ごみ 普通ごみ

12,626
8,916

2,002

2,233 2,248

2,157

1,480

191

1,473 1,402 1,418 1,427
2,090 2,097 2,020 1,995

8,955
7,434 7,352 7,571 7,308 7,336

○
○
○
○
○
○

○
○
新
聞

夕刊
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　年金記録や年金受給見込額を確認し、未来の生活設計に
ついて考えてみませんか。
　ねんきんネットを利用すると、いつでも自分の年金記録
が確認できます。将来の年金受給見込額について、さまざ
まなパターンの試算をすることもできます。
　ねんきんネットは、日本年金機構のホームページからご
覧ください。

11月30日は年金の日です！
イイ ミライ

保険年金課（☎372-3311・内線709）保険年金課（☎372-3311・内線709）

〈
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
と
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

配
偶
者
や
家
族
の
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
分
も
合
わ
せ
て
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
必
要

で
す
。
領
収
書
な
ど
と
一
緒
に
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
元
に
届
く
時
期　

11
月
上
旬　
　

＊
10
月
１
日
以
降
に
、
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、
平
成

29
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料
の
納
付

が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
委
託
業
者
が
電

話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
で
、
納
付
や
免
除

申
請
手
続
き
な
ど
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
広
島
市
内
は
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

特
例
に
よ
り
、
時
効
で
納
付
で
き
な
か

っ
た
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
で
き

ま
す
。
期
限
は
、
平
成
30
年
９
月
30
日
で

す
。
た
だ
し
、
平
成
25
年
度
以
前
の
保
険

料
に
は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
の
年
金
受
給
額
を
増
や
し
た
り
、
年

金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

＊
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所
（
札
幌
市
厚
別

区
厚
別
中
央
２
条
６
丁
目
・
☎
892
〜
１
６

３
１
）

＊
確
定
申
告
や
年
末
調
整
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
税
務
課
（
内
線
８
３
０
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
法
定
免

除
の
対
象
者
で
す
。

　

免
除
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き
、
法
定
免
除
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
一
般

の
免
除
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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生
活 問合せ　税務課（内線831）

年末調整関係の書類は、１年間の収入が確定する前に提
出するため、扶養控除対象者の収入見込み額と実際の収
入金額に差が生じ、扶養控除額の内容が変わることがあ

サラリーマンなどの給与所得者は、今年１年間に給与か
ら支払った所得税を精算するため、年末調整を行います。
家族の今年１年間分（１月～12月）の収入金額を正確に
見込み、昨年提出した「平成28年分給与所得者の扶養控
除等（異動）申告書」の内容に変更があったときは、勤
務先に異動申告書を提出してください。

ります。
この場合には、確定申告や住民税申告で控除額の修正を
行う必要があります。修正しないと、所得税や住民税が
翌年の途中で変更になる場合があります。

＊両方の収入がある場合は、問い合わせてください。

扶養・配偶者控除 配偶者特別控除
アルバイトや
パートなどの
給与収入だけ

103万円以下 103万円を超え
141万円未満

年金
収入
だけ

65歳未満 108万円以下 108万円を超え
151万3,334円未満

65歳以上 158万円以下 158万円を超え
196万円未満

今年の年末調整時に提出する「平成29年分給与所
得者の扶養控除等（異動）申告書」は、来年１年
間の家族の扶養状況を申告するものです。

保
健 問合せ　健康推進課（内線807）

検診（健診）
の種類

対象
（年齢は受診日現在）

受診料（自己負担額）
住民税
課税世帯

非課税世帯
か70歳以上

乳がん
（マンモグラフィ
ー）

40歳以上で平成27年度未
受診の女性（２年に１回） 1,600円 500円

子宮がん
（けい部）

20歳以上で平成27年度未
受診の女性（２年に１回）

1,500円 500円
胃がん
（胃バリウム） 35歳以上

大腸がん
（便の検査） 40歳以上 700円 200円

肺がん
（胸部レントゲン）40歳以上

40～64歳＝
400円

40～64歳＝
100円

65歳以上＝無料
前立腺がん
（血液検査）

40歳以上で平成27年度未
受診の男性（２年に１回） 600円 200円

骨粗しょう症
（腕のＸ線）

40・45・50・55・60・65・
70歳の女性 300円 100円

30歳代健診 30～39歳で健診を受診す
る機会がない方 3,000円 1,000円

国保30歳代健診 30～39歳の国保加入者 住民税課税世帯＝700円
非課税世帯＝500円国保の特定健診 40～74歳の国保加入者

後期高齢者健診
75歳以上
65～74歳で後期高齢者医
療保険加入者

住民税課税世帯＝500円　
非課税世帯＝無料

＊心電図、腎機能検査の追
加検診を実施した場合は、
さらに200円かかります。

肝炎ウイルス 40歳以上で過去未受診の
方（健診と同時受診） 1,000円 300円

循環器健診 40歳以上で生活保護世帯
無料

エキノコックス症 小学３年以上

申込み　直接、健康推進課か各出張所、団
地住民センター連絡所、エルフィンパーク
＊郵便、電話での申し込みは受け付けませ
ん。
＊土・日曜と祝日の受け付けは、エルフィ
ンパークだけです。

受診日の１週間前までに、
対がん協会から受診券など
が送付されます。当日は必
ずお持ちください。

日程 発車時間 乗車場所
12月
12日㈪
13日㈫

午前８時00分 団地住民センター
　　８時15分 農民研修センター
　　８時35分 大曲会館

12月
14日㈬

午前８時00分 東記念館
　　８時15分 団地住民センター
　　８時35分 大曲会館

12月
15日㈭
16日㈮

午前８時00分 東記念館
　　８時15分 団地住民センター
　　８時35分 西の里会館

12月
17日㈯
(女性限定)

午前８時00分 市役所
　　８時15分 団地住民センター
　　８時35分 大曲会館

定員　各日先着100人
＊12月17日はレディース検診です。男性は
申し込みできません。
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